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○津山文化センター条例 

平成１７年６月２９日 

津山市条例第１２７号 

改正 平成１８年９月２６日条例第４７号 

平成１９年６月２８日条例第３８号 

平成２０年９月２４日条例第４４号 

平成２５年１２月２５日条例第８４号 

平成２７年７月７日条例第４２号 

津山文化センター条例（昭和４０年津山市条例第４１号）の全部を改正する。 

（目的及び設置） 

第１条 市民の文化向上と福祉の増進を図るため，津山文化センター（以下「センター」と

いう。）を設置する。 

（位置） 

第２条 センターは，津山市山下６８番地に置く。 

（センターの管理） 

第３条 センターの管理は，津山市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例

（平成１７年津山市条例第１００号。以下「指定手続等条例」という。）に基づき，津山

市教育委員会（以下「教育委員会」という。）が指定する法人その他の団体（以下「指定

管理者」という。）にこれを行わせることができる。 

（指定管理者が行う業務） 

第４条 前条により指定管理者が管理を行う場合，指定管理者は，次の各号に掲げる業務を

行うものとする。 

（１） センターの施設又は設備の利用の許可に関する業務 

（２） センターの維持管理に関する業務 

（３） センターの利用に関する料金（以下「利用料金」という。）の徴収に関する業務 

（４） センターの設置目的を発揮するための事業に関する業務 

（５） センターの利用者の利便性を向上させるために必要な業務 

（６） 前各号に掲げるもののほか，センターの運営に関する事務のうち，市長又は教育

委員会のみが行うことのできる権限に関する事務を除く業務 

（指定管理者の権限） 

第５条 指定管理者は，指定が効力を有する間，次条から第９条まで，第１１条から第１３
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条まで，第１５条，第１６条及び第１９条に規定する市長又は教育委員会の権限を行うも

のとする。ただし，指定手続等条例第７条第１項の規定により，管理の業務の全部又は一

部の停止を命ぜられた期間における当該停止を命ぜられた業務に係るものを除く。 

（開館時間） 

第６条 センターの開館時間は，午前９時から午後１０時までとする。ただし，教育委員会

が特に必要と認めるときは，これを変更することができる。 

（休館日） 

第７条 センターの休館日は，次のとおりとする。ただし，教育委員会が特に必要と認める

ときは，これを変更し，又は臨時に休館することができる。 

（１） １２月２８日から翌年１月４日まで 

（２） 木曜日。ただし，その日が国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）

に規定する休日に当たるときは，その日後において最も近い休日でない日とする。 

（利用の許可） 

第８条 センターを利用しようとする者は，あらかじめ教育委員会の許可を受けなければな

らない。許可を受けた事項を変更しようとするときも，同様とする。 

２ 教育委員会は，前項の許可をする場合において，センターの管理上必要な範囲内で条件

を付することができる。 

３ 教育委員会は，次の各号のいずれかに該当するときは，第１項の許可をしない。 

（１） 公の秩序を乱し，又は善良な風俗を害するおそれがあると認めるとき。 

（２） センターの施設又は設備若しくは器具（以下「施設等」という。）を毀損し，汚

損し，又は滅失するおそれがあると認めるとき。 

（３） 前２号に掲げるもののほか，センターの管理上支障があると認めるとき。 

（利用料金） 

第９条 利用の許可を受けた者（以下「利用者」という。）は，別表第１から別表第７まで

（別表第４を除く。）の規定により算定した額の利用料金を納付しなければならない。こ

の場合において，確定金額に１０円未満の端数があるときは，その端数金額を切り捨てる

ものとする。 

２ 前項の利用料金は，別表第１から別表第３までの規定により算定したものにあっては利

用許可と同時に，別表第５から別表第７までの規定により算定したものにあっては利用後

直ちに納付しなければならない。ただし，国若しくは地方公共団体が利用するとき又は市

長が特に必要と認めるときは，この限りでない。 
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（利用料金の収入等） 

第１０条 教育委員会は，センターの管理を第３条の規定により指定管理者に行わせる場合

において適当と認めるときは，指定管理者にセンターの利用料金を当該指定管理者の収入

として収受させることができる。 

２ 前項の場合において，利用料金は，前条の規定にかかわらず別表第１から別表第７まで

（別表第４を除く。）に掲げる額の範囲内において，指定管理者があらかじめ教育委員会

の承認を得て定めるものとする。 

３ 指定管理者は，前項の承認を受ける場合においては，あらかじめ，利用料金の額の案を

作成し，教育委員会に承認を申請するものとする。 

４ 指定管理者は，前項により利用料金を定めたときは，直ちに公表するとともに，センタ

ーにおいて利用者の見やすい場所に掲示しなければならない。 

（利用料金の減免） 

第１１条 市長は，特別の事由があると認めるときは，利用料金を免除し，又は減額するこ

とができる。 

（利用料金の不還付） 

第１２条 既納の利用料金は，還付しない。ただし，市長は，特別の事由があると認めると

きは，その全部又は一部を還付することができる。 

（特別の設備等の設置） 

第１３条 利用者は，センターの利用に際して特別の設備をし，又は備付けの器具以外の器

具を利用しようとするときは，あらかじめ教育委員会の承認を受けなければならない。 

２ 教育委員会は，センターの管理上必要があると認めるときは，利用者の負担において，

必要な設備を義務付けることができる。 

（利用権の譲渡等の禁止） 

第１４条 利用者は，センターを利用する権利を譲渡し，又は転貸してはならない。 

（利用許可の取消し等） 

第１５条 教育委員会は，利用者が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは，利用者

に対して利用を制限し，利用を停止し，又は利用許可を取り消すことができる。 

（１） この条例，この条例に基づく規則又は利用許可の条件に違反したとき。 

（２） 偽りその他不正の手段により利用許可を受けたとき。 

（３） 第８条第３項各号のいずれかに該当することとなったとき。 

２ 前項の処分によって，利用者に損害が生ずることがあっても，市はその責めを負わない。 
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（入場の制限） 

第１６条 教育委員会は，次の各号のいずれかに該当するときは，その者の入場を拒み，又

はその者に対して退場を命ずることができる。 

（１） 他人に危害を及ぼし，又は迷惑をかけるおそれがあると認められるとき。 

（２） 公の秩序を乱し，又は善良な風俗を害するおそれがあると認めるとき。 

（３） 前２号に掲げるもののほか，センターの管理上支障があると認めるとき。 

（禁止行為） 

第１７条 利用者その他の施設を利用する者は，次の各号に掲げる行為をしてはならない。 

（１） 許可なくして行う募金その他これに類する行為 

（２） 許可なくして行う物品の販売，宣伝，広告その他これらに類する行為 

（３） 前２号に掲げるもののほか，教育委員会規則で定める行為 

（利用者の管理責任） 

第１８条 利用者は，センターの利用に当たっては，施設等を善良な管理者の注意をもって

管理しなければならない。 

（原状回復義務） 

第１９条 利用者は，センターの利用を終えたときは，直ちに施設等を原状に復さなければ

ならない。第１５条第１項の規定により利用許可を取り消されたときも，同様とする。 

２ 市長は，利用者が前項の義務を履行しないときは，これを原状に復し，それに要した費

用を利用者から徴収することができる。 

（損害賠償） 

第２０条 利用者その他の施設を利用する者は，施設等を毀損し，汚損し，又は滅失させた

ときは，教育委員会の指示に基づき，これを原状に復し，又は教育委員会が認定する損害

額を賠償しなければならない。ただし，教育委員会がやむを得ない事由があると認めると

きは，この限りでない。 

（食堂等の貸付け） 

第２１条 センター内において，食堂及び売店を経営しようとする者については，教育委員

会においてこれに要する施設を，地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３８条の４

第７項の規定に基づき，使用させることができる。 

２ 前項の規定により，その使用の許可を受けた者は，別表第４に規定する額を使用料とし

て納付しなければならない。 

３ 前項の使用料は，毎月１０日までにその月分を納付しなければならない。 
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４ 第８条，第１３条から第１５条まで，第１８条及び第１９条の規定は，食堂及び売店の

使用について準用する。 

（委任） 

第２２条 この条例に定めるもののほか，この条例の施行に関し必要な事項は，教育委員会

が別に定める。 

付 則 

この条例は，平成１８年４月１日から施行する。 

付 則（平成１８年９月２６日条例第４７号） 

（施行期日） 

１ この条例は，公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例による改正後の津山文化センター条例第２０条第２項に規定する使用料は，こ

の条例の施行の日以後に使用の許可を受けたものについて適用し，同日前に使用の許可を

受けたものについては，なお従前の例による。 

付 則（平成１９年６月２８日条例第３８号） 

この条例は，公布の日から施行する。 

付 則（平成２０年９月２４日条例第４４号） 

この条例は，平成２１年４月１日から施行する。 

付 則（平成２５年１２月２５日条例第８４号） 

（施行期日） 

１ この条例は，平成２６年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例による改正後の津山文化センター条例第９条第１項の規定は，平成２６年４月

１日以後に利用の許可を受けたものに係る利用料金の算定について適用し，同日前に利用

の許可を受けたものに係る利用料金の算定については，なお従前の例による。 

付 則（平成２７年７月７日条例第４２号） 

（施行期日） 

１ この条例中第１条の規定は公布の日から，第２条の規定は平成２７年１０月１日から施

行する。 

（経過措置） 

２ この条例（第２条に限る。）による改正後の津山文化センター条例第９条第１項及び別
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表第１から別表第７までの規定は，平成２７年１０月１日以後に利用の許可を受けたもの

に係る利用料金の算定について適用し，同日前に利用の許可を受けたものに係る利用料金

の算定については，なお従前の例による。 

別表第１（第９条・第１０条関係） 

大ホール利用 

利用区分 利用時間

利用日 

午前 

９：００～

１２：００

午後 

１３：００

～１７：０

０ 

夜間 

１８：００

～２２：０

０ 

昼間 

９：００～

１７：００

昼夜間 

１３：００

～２２：０

０ 

全日 

９：００～

２２：００

入場無料 平日 円

１３，７２

０

円

２７，２１

０

円

３６，８５

０

円

３９，１２

０

円

５７，１５

０

円

６６，５６

０

土・日曜日 

祝日 

１７，３５

０

３３，２２

０

４４，５６

０

４８，０８

０

７０，４２

０

８０，９６

０

整理費徴

収（非営

利） 

平日 １７，９１

０

３５，３８

０

４７，８５

０

５０，９１

０

７４，５０

０

８６，５２

０

土・日曜日 

祝日 

２４，８３

０

４７，４０

０

６３，８４

０

６８，７２

０

１００，６

９０

１１５，７

８０

入場料徴

収（営利） 

平日 ２２，５６

０

４４，９０

０

６０，７８

０

６４，５２

０

９４，３４

０

１０９，８

８０

土・日曜日 

祝日 

２８，６９

０

５４，８８

０

７３，５９

０

７９，３８

０

１１６，１

２０

１３３，５

８０

１ 本表の金額は，観客席，舞台，ホワイエ及び化粧室の利用分を含むものとする。 

２ 本表による額の算定は，実際に利用した時間に係る利用時間区分欄の金額を基礎とす

る。 

３ 舞台練習等により舞台のみを利用するときの金額は，本表の金額の１０分の３とする。 

４ 申込時間を超過し，又は繰り上げて利用するときは，超過又は繰上げ時間１時間につ

き，本表の金額（舞台のみを利用するときは，前項の金額。以下この項及び次項におい

て同じ。）に１０分の２を乗じて得た額を本表の金額に加算する。ただし，午前９時以

前及び午後１０時以後の利用に係る加算金については，１時間につき一率１１，３４０

円とする。この場合，３０分以上は，１時間とみなす。 
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５ 本市住民以外の者が利用する場合には，本表の金額及び前２項の加算金に１０分の３

を乗じて得た額を，本表の金額及び前２項の加算金に加算する。 

６ 加算金に円未満の端数があるときは，これを切り捨てた額とする。 

別表第２（第９条・第１０条関係） 

集会室等利用 

室名 金額 

第１会議室 １時間につき ６２０円 

中会議室 〃 １，０２０円 

第４会議室 〃 ３９０円 

第５会議室 〃 ３９０円 

第６会議室 〃 ５１０円 

大会議室 〃 １，７００円 

第１和室 〃 ５１０円 

第２和室 〃 ５１０円 

第３和室 〃 ２２０円 

第１化粧室 大ホール利用に含む。 

第２化粧室 〃 

第３化粧室 〃 

浴室 １回につき ７９０円 

展示ホール 基本金額（午前９時～午後５時） 超過利用時間の

金額 

準備又は後片付

け時間の金額 

(１) 利用者において入場料若しく

はこれに類するもの（以下「入場料

等」という。）を徴収しない催しの

場合又は入場料等が１００円未満

の場合 １０，７７０円 

(２) 利用者において１人１００円

以上の入場料等を徴収する催しの

場合 １４，１７０円 

(３) 商品展示，営利営業の宣伝その

１時間につき基

本金額に８分の

１を乗じて得た

額 

１時間につき基

本金額に１０分

の１を乗じて得

た額 
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他これに類する目的に利用する場

合 ３８，７８０円 

１ 浴室の利用１回とは，午前（午前９時から正午までをいう。），午後（午後１時から

午後５時までをいう。）及び夜間（午後６時から午後１０時までをいう。）を単位とす

る。 

２ 会議室を利用して，営利営業の宣伝その他これに類する目的又は入場料を徴収して行

う催しについては，本表の金額に１０分の５を乗じて得た額を本表の金額に加算する。 

３ 本市住民以外の者が展示館を利用する場合には，基本金額に１０分の３を乗じて得た

額を基本金額に加算する。ただし，準備又は後片付け時の金額には適用しない。 

別表第３（第９条・第１０条関係） 

冷暖房装置利用 

区分 

種別 

大ホール 展示ホール 集会室等 

冷房 １時間につき６，８００円１時間につき９５０円 その室の金額の１０分の

５に相当する額 

暖房 １時間につき５，６７０円１時間につき９５０円 その室の金額の１０分の

５に相当する額 

別表第４（第２１条関係） 

種別 金額 

食堂 １箇月につき ７７，１００円 

売店 １箇月につき ２，６００円 

別表第５（第９条・第１０条関係） 

舞台関係諸道具等利用 

設備・器具名 数量 １回の金額 備考 

反響板 １式 円

４，５３０

  

オーケストラピット １式 ９，０７０  

所作舞台 １式 １１，３４０見せ掛，のぼり掛を含む。 

平台 １枚 １７０  

ひな壇 小 １式 ４，０８０化粧板を含む。 
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中 １式 ５，４４０〃 

大 １式 ６，８００〃 

演台 １式 ５６０  

指揮台 １台 １１０譜面台付 

リノリウム １式 ３，４００  

折りたたみ椅子 １脚 ５０  

舞台用机 １脚 １７０  

座布団 １枚 ５０  

上敷き １枚 １７０  

ピアノ ヤマハ １台 ４，５３０ 

スタインウェイ １台 ６，８００ 

金びょうぶ １双 ３，４００  

譜面台 １台 ５０  

ホワイトボード １台 １７０  

めくり台 １台 ５０  

太鼓 １個 １，１３０  

張出舞台 １式 １１，３４０  

舞台用スクリーン １式 ３４０  

姿見 １台 １７０  

看板枠 １式 ５６０  

標示板 １個 ５０  

花台 １台 １１０  

コードリール １個 ５０  

国旗 １枚 １１０  

市旗 １枚 １１０  

プロジェクター １台 ３，４００  

ビデオ １台 ５６０  

O．H．P用スクリーン １面 ３４０  

石油ストーブ 小 １台 １１０  

大 １台 １，１３０  
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電気ストーブ １台 １１０  

エアコン １台 １，１３０  

映写電源 １個 ２，２６０  

ビデオ電源 １個 ９００  

１ 本表の１回とは，大ホールの利用時間区分の午前・午後・夜間を単位とする。 

２ ストーブは，４時間を単位とする。 

３ 営利営業の宣伝その他これに類する目的で利用する場合には，本表の金額に１０分の

３を乗じて得た額を本表の金額に加算する。 

別表第６（第９条・第１０条関係） 

音響装置利用 

設備・器具名 数量 １回の金額 備考 

拡声装置 １式 円

３，４００

  

拡声装置（集会室等用） １式 １，３６０  

ワイヤレスマイクロホン（集会室等用） １本 ３４０  

テレビ（集会室等用） １台 ２，２６０  

CDプレーヤー １式 １，７００  

カセットデッキ １台 １，７００  

MDデッキ １台 １，７００  

ダイナミックマイクロホン １本 ５６０  

コンデンサーマイクロホン １本 ９００  

ワイヤレスマイクロホン １チャ

ンネル 

１，７００  

エレベーターマイクロホン １本 ６８０  

インカム １式 ５６０  

可搬ミキサー １台 ９００  

移動スピーカー 小 １台 ３４０  

大 １台 １，７００  

音声送り回路 １回路 ５６０  

音響電源 １個 ２，２６０  
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１ 本表の１回とは，大ホールの利用時間区分の午前・午後・夜間を単位とする。 

２ 営利営業の宣伝その他これに類する目的で利用する場合には，本表の金額に１０分の

３を乗じて得た額を本表の金額に加算する。 

別表第７（第９条・第１０条関係） 

舞台照明器具利用 

器具名 数量 １回の金額 備考 

調光装置 １式 円

４，５３０

  

フットライト １列 ５６０  

ボーダーライト １列 １，１３０  

アッパーホリゾントライト １列 １，１３０  

ロアーホリゾントライト １列 １，１３０  

サスペンションライト １台 １，１３０  

スポットライト １KW未満 １台 ４５０カラーホイル付 

スポットライト １KW以上 １台 ５６０〃 

ストリップライト １本 ３４０コードコネクターポケット

付 

ミラーボール １個 １，１３０  

エフェクトマシン １台 １，７００エフェクトプレート付 

シーリングライト １式 ３，４００  

コンセント １個 １１０  

スライド １個 ２２０  

マシン １台 １，７００  

クセノンピンスポットライト １台 ２，８３０  

フォロースポット １台 ９００  

譜面灯 １灯 ５０  

オーロラマシン １台 １，７００  

映写機持込（１６ミリ） １台 １，１３０  

映写機持込（３５ミリ） １台 ５，６７０  

１ 上記の器具には，ゼラチンペーパーを含まない。 
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２ 本表の１回とは，大ホールの利用時間区分の午前・午後・夜間を単位とする。 

３ 持込器具（映写機を除く。）については，本表の金額の２分の１とする。 

４ 上記以外の機器利用のための電源は，電力料金の実費を徴収する。 

５ 営利営業の宣伝その他これに類する目的で利用する場合には，本表の金額に１０分の

３を乗じて得た額を本表の金額に加算する。 

 


